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東
海
道
新
幹
線
、
東
名
・
名
神
高
速
道
路
、

黒
部
第
４
ダ
ム
、
首
都
高
速
―
。
日
本
の
経

済
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
こ
れ
ら
の

イ
ン
フ
ラ
が
、
世
界
銀
行
か
ら
借
り
た
お
金

で
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
？ 

戦
後
、
ま
だ
ま
だ
貧
し
か
っ
た
日
本
。

そ
こ
か
ら
立
ち
直
り
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、

海
外
か
ら
の
こ
う
し
た
援
助
が
あ
っ
た
か

ら
。

　

そ
し
て
今
日
、
日
本
は
、
開
発
途
上
国
の

経
済
成
長
を
支
援
す
る
側
と
な
っ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
援
助
手
法
が
あ
る
中
で
、
途
上
国
の

発
展
へ
の
取
り
組
み
に
必
要
な
資
金
を
、
低

利
か
つ
長
期
の
緩
や
か
な
条
件
で
貸
す
の
が

〝
円
借
款
〞
だ
。
対
象
分
野
は
、電
力
・
ガ
ス
、

運
輸
、
上
下
水
、
教
育
な
ど
国
の
発
展
に
不

可
欠
な
経
済
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
か
ら
、
感
染

症
、
気
候
変
動
、
紛
争
・
テ
ロ
と
い
っ
た
地

球
規
模
の
課
題
へ
の
対
策
ま
で
多
岐
に
及

ぶ
。
資
金
の
返
済
義
務
を
伴
う
円
借
款
は
、

「
お
金
を
借
り
て
で
も
開
発
の
た
め
の
事
業

を
行
い
た
い
」
と
い
う
相
手
国
の
熱
い
思
い

と
、
事
業
を
成
功
さ
せ
借
金
を
返
済
す
る
ま

で
の
実
行
力
が
不
可
欠
な
た
め
、
途
上
国
の

主
体
性
（
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
が
大
き
く
育

つ
と
い
う
側
面
を
持
つ
。
ち
な
み
に
、
日
本

が
世
界
銀
行
へ
の
借
金
を
完
済
し
た
の
は
、

20
年
前
の
１
９
９
０
年
の
こ
と
だ
。

　

２
０
０
８
年
度
の
貸
付
契
約
総
額
は
９
２

９
４
億
円
に
上
り
、
こ
れ
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
全
体
の
約
半
分
を
占
め

る
。
１
事
業
当
た
り
の
費
用
も
、
無
償
資
金

協
力
や
技
術
協
力
な
ど
他
の
援
助
手
法
と
比

べ
る
と
格
段
に
大
き
く
、
全
国
に
展
開
す
る

事
業
や
、
国
の
骨
格
を
形
成
す
る
よ
う
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
国
家
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
呼
べ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

事
業
効
果
も
自
ず
と
大
き
く
な
り
、
東
海
道

新
幹
線
の
誕
生
に
よ
っ
て
私
た
ち
多
く
の
日

本
人
の
生
活
が
一
変
し
た
よ
う
に
、
途
上
国

の
人
々
の
生
活
を
根
本
的
に
改
善
さ
せ
ら
れ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

円
借
款
の
供
与
先
は
、
日
本
と
の
つ
な
が

り
の
深
い
ア
ジ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。

バ
ン
コ
ク
の
地
下
鉄
、
セ
ブ
島
の
空
港
、
バ

リ
島
の
海
岸
線
な
ど
、
私
た
ち
に
な
じ
み
の

あ
る
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
も
、
実
は
円
借
款
の

支
援
で
で
き
て
い
る
。（
18
ペ
ー
ジ
に
関
連

記
事
）。
ま
た
、
復
興
支
援
と
し
て
イ
ラ
ク

に
初
の
円
借
款
（
07
年
度
）
を
供
与
し
た
こ

と
を
は
じ
め
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米

な
ど
ア
ジ
ア
以
外
へ
の
支
援
も
増
え
て
お

り
、
今
や
J
I
C
A
が
円
借
款
を
供
与
し
た

国
は
１
０
０
カ
国
を
超
え
た
。

　

金
利
や
返
済
期
間
と
い
っ
た
貸
付
の
条
件

は
、
各
国
の
所
得
レ
ベ
ル
や
個
別
事
業
の
特

性
な
ど
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
る
が
、
途
上
国

の
中
で
も
特
に
開
発
の
遅
れ
た
国
に
は
年
率

０
・
0
1
％
と
無
利
子
に
近
い
金
利
を
適
用

し
た
り
、
地
球
規
模
で
取
り
組
む
べ
き
気
候

変
動
対
策
な
ど
に
対
し
て
は
通
常
よ
り
低
金

利
で
融
資
し
た
り
と
、
多
様
な
対
応
が
取
ら

れ
て
い
る
。

　

円
借
款
は
、途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

道
路
建
設
や
上
下
水
道
整
備
と
い
っ
た
特
定

未
来
へ
の
投
資

日
本
の
経
済
成
長
を
支
え
た

世
界
銀
行
か
ら
の
融
資

国
づ
く
り
・
人
づ
く
り

の
た
め
の
円
借
款

※ 上下水道、保健、医療、教育など。

の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
借
款
」
と
、
途
上
国
の
財
政
に
充

当
さ
れ
、
資
金
の
使
途
が
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
限
定
さ
れ
な
い
「
ノ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
借
款
」
の
２
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
事

業
規
模
で
見
る
と
約
９
割
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

借
款
だ
が
、
最
近
は
金
融
危
機
や
気
候
変
動

な
ど
分
野
横
断
的
な
課
題
の
登
場
に
よ
り
、

政
策
・
制
度
レ
ベ
ル
で
の
包
括
的
な
改
善
を

条
件
に
途
上
国
側
で
柔
軟
に
使
途
を
決
め
ら

れ
る
ノ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
借
款
へ
の
ニ
ー
ズ

も
高
い
。
そ
の
中
で
近
年
、
特
に
途
上
国
政

府
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、〝
日
本
独
自
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
た
〞
政
策
・
制
度

改
善
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
対
し
て
も
、政
策
提
言
力

や
政
策
対
話
の
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

両
タ
イ
プ
と
も
、
支
援
の
流
れ
は
ほ
ぼ
同

じ
だ
（
右
図
参
照
）。
事
業
の
立
ち
上
げ
に

当
た
っ
て
は
、
日
本
政
府
に
対
す
る
協
力
要

請
の
手
続
き
か
ら
自
国
政
府
内
で
の
意
思
決

定
の
手
続
き
ま
で
、
ま
た
事
業
実
施
の
決
定

以
降
は
、
事
業
発
注
の
た
め
の
入
札
手
続
き

か
ら
事
業
の
監
理
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価

ま
で
、
途
上
国
政
府
に
は
技
術
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
両
面
に
お
い
て
幅
広
い
ノ
ウ
ハ
ウ
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
途
上
国
側

が
自
ら
、「
計
画
・
立
案
・
実
施
・
評
価
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
す
る
こ
と
を
学
び
、
自

立
的
・
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
と
な
る
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
専

門
家
の
派
遣
や
研
修
員
の
受
け
入
れ
と
い
っ

た
技
術
協
力
も
同
時
に
行
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
重
視
す
る

途
上
国
側
の
能
力
向
上
と
と
も
に
、
円
借
款

事
業
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
、
事
業
そ
の

も
の
が
目
指
す
効
果
を
拡
大
で
き
る
可
能
性

が
高
い
か
ら
だ
。

　

韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な

ど
が
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
た
「
東

ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き

た
円
借
款
。
単
な
る
金
貸
し
や
箱
モ
ノ
整
備

で
は
な
く
、「
国
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」
の

た
め
の
支
援
で
あ
る
円
借
款
は
、
途
上
国
が

自
立
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な

〝
未
来
へ
の
投
資
〞
だ
と
い
え
る
。

円
借
款
事
業
―
そ
れ
は
、
単
な
る
金
貸
し
や
箱
モ
ノ
整
備
で
は
な
い
。

10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
、
開
発
途
上
国
が
自
立
・
発
展
し
て
い
く
た
め
の
投
資
だ
。

そ
の
規
模
や
仕
組
み
か
ら
、
途
上
国
の
人
々
の
生
活
に
よ
り
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
た
J
I
C
A
の
円
借
款
事
業
と
は
。
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円借款供与地域 （1966年度～2008年度）円借款供与分野
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審査結果を踏まえて供与額や条件を閣議
決定し、日本政府は途上国政府との外交
文書「交換公文」（E/N）を締結。E/Nを踏
まえてJICAは借款契約（L/A）を調印する。

完成後2年目、事業の妥当性、有効
性、効率性、持続性の視点から事後評
価を実施。また、7年目にフォローアップ
のための調査も行う。

マクロ経済調査などをもとに、途上国政府との
政策対話の場で案件の優先度・緊急性などに
ついて意見交換を行う。

実地調査を通じ、経済面・技術面・
環境社会配慮などの観点から検討・
審査。

案件形成の際に作成された資料
などを添えて、途上国政府が日本
政府に円借款を要請する。

プロジェクト
サイクル

2

要請

3

検討／審査

4

公換公文／
借款契約

その他 0.2%

東南アジア 
44.4% 

南アジア
20.1%

東アジア
15.8%

中東 6.4%

南米 3.6%
アフリカ 3.1%

欧州 3.0%
中米・カリブ 2.0%

中央アジア・コーカサス 1.3%

大洋州 0.3%

運
輸

通
信

そ
の
他

電
力
・ガ
ス

灌
漑
・
治
水
・

干
拓

農
林
・
水
産
業

鉱
工
業

社
会
的

サ
ー
ビ
ス※

ノ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

借
款
な
ど

2000年度
2008年度

6
完成／
フォロー
アップ

（注）このプロジェクトサイクルにおいてJICAは、円借款の効果増大や迅速化などのために、研修や専門家派遣といった
技術支援も適時実施することができる。

開発課題の
検討／
案件準備

1

事業の実施主体はあくま
で途上国政府だが、JICA
は必要に応じて、円滑な
実施に向けたアドバイス
や技術的支援を行う。

協力準備調査

案件形成のための調査。

案件実施  支援調査（SAPI）

事業の円滑な  実施を図るための調査。

援助効果促進調査（SAPS）

5

案件実施
監理

完成した案件の事業効果を
持続・向上させるための調査。

（
注
）本
号
で
は
、円
借
款
事
業
の
開
始
時
期
の
実
施
機
関
が
海
外
経
済
協
力
基
金（
O
E
C
F
）も
し
く
は
国
際
協
力
銀
行（
J
B
I
C
）で
あ
る

 

場
合
も
、す
べ
て
現
実
施
機
関
の「
J
I
C
A
」で
統
一
し
て
い
る
。




